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山村地域におけるモビリティエネルギーの孤立実態調査

















































































































































名称 月曜–土曜 日曜 祝日
A 7:00 – 18:00 定休日 定休日
B 7:00 – 19:00 定休日 7:00 – 12:00
C 7:00 – 18:00 定休日 定休日
D 8:00 – 17:30 定休日 定休日
E 7:00 – 18:30 定休日 7:00 – 18:30
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が市販されはじめている。このような小型の電気自動
車は家庭用の100Vの商用電源を用いて自宅で充電で
きる特徴がある。また，太陽電池を搭載した電気自動
車であるソーラーカーであれば，これまでの自動車に
必要だった給油や充電といった作業が不要になる可能
性がある。山村地域における交通環境や自動車の利用
実態，EVの航続可能距離といった定量的な観点から，
新たな乗り物の適用可能性についての検討に取り組む。
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